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保育活動における安全確保と地域環境の活用
―園バスを利用想定した作業課題を通して―
菊 地 達 夫※
Ⅰ は じ め に
保育施設と家庭・地域社会を結びつけるも
のとして、園バス（幼稚園・保育所の送迎バ
ス）の役割は変わりつつある。これまで、園
バスは、保育サービスの一つとして保護者の
ニーズに応えるような形で、幼稚園を中心に
普及してきた。当初、園バスは、親子の交流
を一方的に断絶するものとして否定的に考え
られてきた（浅野 ２００４）。一方で、園児の
募集手段として、園バスの役割は増した。例
えば、動物や乗り物を模った園バスは、こど
もの興味関心を集め、入園希望に効果を挙げ
た。
近年、少子化に伴い、幼稚園の経営は厳し
くなっている。より多くの園児を獲得するた
め、園バスは、市外を超えた広域化や複数の
送迎ルートを設定するようになった。その結
果、保育施設で過ごす時間が減少し、送迎時
間が増加した。それゆえ、園バスによる送迎
時間をもっと有効に活用できないか、と考え
た。
送迎ルートを含め地理的空間を考えた場合、
保育施設（園庭を含む敷地内）、身近な地域
（散歩活動の範囲）、園区（送迎ルートの範
囲）、園区外（遠足の訪問地）の４階層とな
ろう。その地理的空間の活用は、保育施設と
身近な地域において面的な視点、園区・外に
おいて点的な視点となる。そこに、保育者の
声がけによって、園区を面的な視点に変える
ことができないか、と考えた。面的な視点の
学習は、小学校以上の生活科、社会科、理科
の教科で扱う。他方、園区には、自然的事象
と社会的事象が混在する。よって、両者を含
む地域教材は、事象に対する興味関心の向上
はもちろん、小学校教育との接続・連携とい
う点でも都合がよい。
図１ 地理的空間の関係性のイメージ
園バス（幼稚園・保育所の送迎バス）に関
する先行研究は、保護者の立場を考えた利便
性の向上に関するもの、保育活動に関するも
のに大別できる。前者では、小野寺ほか
（２０１３）の幼稚園における通園バスロケーショ
ンシステムの構築に関する研究、八幡（１９９９）
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の保護者の立場からみた園バス通園の実態と
課題に関する研究、桜井（１９８８）の保育所の
通園バスの運行状況（新潟県）と補助金に関
する研究などがある。いずれも、保育サービ
スとして保護者のニーズにどのように応えて
いくか、考察したものである。
後者では、浅野（２００４）や横井（２００３）の
園バス内の保育活動の取り組みに関する研究
などがある。浅野（２００４）では、園バス内の
保育活動について、保育施設と地域社会とを
つなぐ新たな場の可能性になりうることを指
摘している。とりわけ、保育者の行動や言動
が、こどもの道徳性や社会性を自発的に遊び
へ展開していく援助行動になっていることを
強調する。横井（２００３）は、保育内容環境の
視点で、保育者の声がけが、車窓の景観に対
する興味関心を高めることにつながっている
ことを明らかにした。こどもは、簡単な位置
認識や色による区別など、高度な判断もでき
ることを指摘している。よって、園バス内の
保育者の声がけによって、十分な保育活動の
実践が可能であることを浮き彫りとした。
他方、このような視点を保育者養成課程の
授業内容として取り入れたものは、確認でき
ない。園バスが、貴重な保育活動の場になる
のであれば、その可能性を保育者養成課程で
触れる機会があってもよい。また、園バスは、
移動するものであり、園内外の保育環境と大
きく異なる。それゆえ、こどもの安全確保は
十分留意しなければならない。その点に関す
る研究成果も不十分である。そこで、保育者
養成課程の授業内容（保育内容環境）として、
園バスの利用想定した作業課題を開発した。
具体的には、安全確保に配慮させつつ、地域
の自然的事象と人文社会的事象へ、どのよう
に興味関心を向けることができるか、対象物
を含め思考させた。
本稿では、学生が思考判断した安全確保と
地域環境の活用に関する内容について、保育
者を目指す上で、妥当であるか、考察する。
とりわけ、自然的事象と人文社会的事象の混
在する地域環境（身近な地域）をどのように
イメージしたか、注目する。
以下、Ⅱ章において、作業課題の内容につ
いて説明し、Ⅲ章で安全確保に関する思考内
容、Ⅳ章で地域環境に関する思考内容を示し、
考察を行う。最後にⅤ章で知見を整理し、課
題を述べる。
Ⅱ 作業課題の内容
作業課題は、保育内容環境の授業の一つと
して、園バスを利用想定した安全確保と地域
環境の活用について、グループで思考させた。
作業課題の目的は、幼稚園教育要領を例にす
ると、内容（１）「自然に触れて生活し、そ
の大きさ、美しさ、不思議さなどに気付く」、
（３）「季節により自然や人間の生活に変化
のあることに気付く」、（９）「日常生活の中
で簡単な標識や文字などに関心をもつ」、（１０）
「生活に関係の深い情報や施設などに興味や
関心をもつ」に関係する事象を思考させるも
のである。同時に、その思考には、安全面の
配慮をしているか、重視している。園バスの
走行では、右折、左折、発車、停車の際、思
わぬ怪我・事故に発展しかねない。怪我・事
故の防止は、保育者の責務である。
安全確保では、園児の乗降場所と状態の条
件（６名）を与え、車中の座席位置（行きと
帰り）を、どのように決めるか、場所と理由
を考えさせた。条件として、どの場所で乗降
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するか、どのような状態や人間関係にあるの
か、予め設定したものである。また、送迎前
の準備、送迎後の確認も思考させた。課題内
容は、より現場に近い場面設定を行い、保育
者を目指す上で、どのように思考するか、重
視している。今回、その思考を、グループ活
動として実施した。実際の園バスの引率は、
複数の保育者が同乗することが多い。
地域環境の活用では、往路において自然的
事象を、復路において社会的事象をそれぞれ
５事象取り上げ、それに対して、どのように
声がけを行うか、思考させた。また、事象に
対する声がけは、園児が着席しながら観察で
きることを条件とした。さらに、往路では、
事前指導（前日）、事後指導（降車後）、復路
では、事前指導（乗車前）、事後指導（翌日）
として、それぞれどのような評価・確認を行
うかも思考させた。保育活動を日常生活に埋
め込むためには、保育施設の活動、家庭の活
動をつなぐことで、より質の高い保育活動に
なるものと考えた。よって、園バス内の活動
における事前後の指導は、それらのつなぎを
強化するものである。
以下では、筆者（担当教員）の評価基準に
ついて、予め示しておきたい。この評価基準
は、保育者を目指す上で、妥当性があるか判
断するものである。地域環境に興味関心を向
けさせる声がけがあっても、車中の安全確保
に欠いていれば、妥当と判断できない。筆者
は、これまで、いくつかの場面設定課題を開
発し、その学習効果について検証してきた。
その指標として、課題の記述内容、事後アン
ケート評価を中心に考察してきた。その過程
で、授業者の到達目標を達成できたか、評価
基準との関係から十分に検証していない。今
回は、この点を重視することで、授業内容の
学習成果（作業課題）をより正確に判断する。
評価基準
【安全確保】
●こどもの乗降場所、状態に配慮し、妥当な根拠をもって座席位置を決めている
（保護者に対して、座席位置の取り決めを説明できる）
●送迎前後において、安全面を中心に適切な注意や確認を行っている
【地域環境】
●こどもが興味関心をもち、身近な地域にありそうな事象を選んでいる
（絵本などにありそうなもの）
●事象の大きさ、形、色といったこどもが興味関心を高めるような声がけをしている
（こどもが言葉の意味を理解できる）
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運転席
① ⑤ ⑦ ⑪
② ⑥ ⑧ ⑫
通 路 ⑬
助手席
（利用不可）
③ 出入り口
（階段）
⑨ ⑭
④ ⑩ ⑮
運転席
① Ａ児 ⑤ Ｂ児 ⑦ ⑪
② Ｅ児 ⑥ Ｆ児 ⑧ ⑫
通 路 ⑬
助手席
（利用不可）
③ Ｅ児 出入り口
（階段）
⑨ C児 ⑭
④ Ａ児 ⑩ D児 ⑮
【行きのバス】ルート：幼稚園→４番町→３番町→２番町→１番町→幼稚園
【帰りのバス】ルート：幼稚園→１番町→２番町→３番地→４番町→幼稚園
１列目 ２列目 ３列目 ４列目
Ａ女児（２番町・車酔いをしやすい）
Ｂ男児（４番町・友達と話すのが苦手）
Ｃ男児・Ｄ男児（１番町・年長Ｃ児と年少Ｄ児の兄弟）
Ｅ女児（３番町・今日が初めての登園です）
Ｆ女児（３番町・とても明るい性格です） 計 ６名の園児です
図２ 作業課題の送迎ルート、座席、園児の状態の条件
Ⅲ 安全確保の内容
 座席位置
【行きのバス】ルート：幼稚園→４番町→３番町→２番町→１番町→幼稚園
１列目 ２列目 ３列目 ４列目
図３ 行きの座席位置の様子
資料）作業課題の内容を集計。
行きのバスの座席位置（頻出回数が最も高
い座席）は、以下のとおりである。具体的に
は、Ａ児は、座席①または④、Ｂ児は座席⑤、
Ｃ児は座席⑨、Ｄ児は座席⑩、Ｅ児は座席②
または③、Ｆ児は座席⑥となった。全体的に
は、前方・出入り口付近に着席させた。また、
隣席となるような配置とした。座席は、分散
することなく、近接させることで、心理的な
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運転席
① Ａ児 ⑤Ａ児 ⑦ ⑪
② ⑥Ｃ・Ｄ児 ⑧ ⑫
通 路 ⑬
助手席
（利用不可）
③ Ｅ児 出入り口
（階段）
⑨ Ｆ児 ⑬
④ Ｂ児 ⑩ ⑮
園児 主な理由
Ａ児 【座席①】
・酔いやすいため、もし体調を崩したらすぐに対応できるため
・車酔いをしやすいため、窓側から前の方の席とし、その隣に明るい性格のＦ児に
座ってもらうことで酔いにくいと判断した
【座席④】
・前の方で外の景色を見やすいとこにする
・車酔いしやすいため、できるだけ前に座らせ、隣に保育者が座る
不安をなくした。また、前方・出入り口付近
とすることで、体調管理や迅速な乗降に配慮
した。通路内の移動を少なくすれば、ケガ防
止の面でも都合がよい。
【帰りのバス】ルート：幼稚園→１番町→２番町→３番地→４番町→幼稚園
１列目 ２列目 ３列目 ４列目
図４ 帰りのバスの座席の様子
資料）作業課題の内容を集計。
帰りのバスの座席位置（頻出回数が最も高
い座席）は、以下のとおりになった。具体的
には、Ａ児は、座席①または⑤、Ｂ児は座席
④、Ｃ児は座席⑥、Ｄ児は座席⑥、Ｅ児は座
席③、Ｆ児は座席⑨となった。全体的に、前
方または出入り口付に着席させた。他方、Ａ
児やＦ児のように隣席にはいない事例、Ｃ・
Ｄ児のような同席となる事例は行きではなかっ
たものである。
行きと帰りを比較すると、全体的な座席位
置の傾向は類似している。行きと帰りで同じ
席となる園児は、Ａ児（座席①）とＥ児（座
席③）のみであった。ただ、概ね座席位置は
変わっており、園児の状態や乗降場所を配慮
した結果と判断できる。他方、座席⑬のみ、
行きと帰りの双方で一度も選択されることが
なかった。座席⑬は、前に背もたれがなく大
きな空間となる。急停車、急発進した場合、
不安定となり最も危険となりやすい。行き帰
りで、この座席を使用しなかったことは、安
全管理の意識が働いたものと判断できる。
 選定理由
表１ 座席位置を決めた主な理由（行きの事例の場合）
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Ｂ児 【座席⑤】
・友達と話すのが、苦手な子なので保育者（座席⑥）の隣に座る。また最初に乗車
するので、もっとも座りやすい場所とした
・外の景色が見れ、明るい性格のＦ児（座席⑥）の隣に座らせ、少しでも会話させ
るため
Ｃ児 【座席⑨】
・兄弟なので隣同士に座らせ、長男だから通路側に座らせた
・一番、最後に同じ場所から乗車するので、スムーズに座れるように配慮した
Ｄ児 【座席⑩】
・兄弟同士に座らせ、弟で、ちょっと危ないから窓側に座らせた
・兄弟同士に座らせ、弟なので、外の景色をみたい気持ちが大きいと判断した
Ｅ児 【座席②】
・同じ場所で乗車するので、Ｆ児（座席①）の隣とした
・初めての登園なので、Ｆ児（座席①）の隣とし、保育者（座席③）の近くで雰囲
気をつかませる
【座席③】
・初めてなので、前側の席で、バスの雰囲気を知らせようにした
・初日であるため、無理に輪の中に入れてしまうと緊張や疲れにつながってしまう
ため、先生の目（通路に立っている状態）が届く前の方にした
Ｆ児 【座席⑥】
・Ａ児（座席⑤）の隣に座り、少しでも酔いを忘れてもらうため
・明るい性格からＢ児（座席⑤）の言葉を引き出してくれるかもしれない
資料）作業課題の内容。
送迎前／行き ・ケガをした時や酔った時のために救急バックを準備しておく
・乗車予定者の、乗車順（乗車場所）、氏名や人数、座席位置（予め
決めておく）、園児の特徴などの確認
・車内（座席、通路、シートベルト、窓など）の安全確認
 事前後の対応
表１は、座席位置を決めた主な理由（行き
の事例）として示したものである。Ａ児、Ｂ
児、Ｄ児、Ｅ児の場合、酔いやすいこと、話
が苦手であること、弟であること、初めての
登園であること、といった園児の状態を考え、
座席位置を決めたことが伺える。他方、Ｃ児、
Ｆ児は、他者との関係によって、座席位置を
決めたことが伺える。Ｃ児の場合、年長、兄
であることの役割、Ｆ児の場合、明るい性格
であることの役割が、優先された。
座席位置は、複雑な園児の状態を、客観的
に捉え、何を優先するか、決定する必要があ
る。今回の場合、Ａ児、Ｂ児、Ｄ児、Ｅ児を
まず優先し、その後にＣ児とＦ児の座席位置
を決めたものと考えられる。その優先は、体
調管理を重視した。
以上から、学生（グループ活動）は、何を
優先したらよいか、適切な理由を考え、妥当
性ある判断をしたものと言える。
表２ 送迎前後の主な準備・確認事項
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・担任から保護者への連絡事項の確認
・車中の保育活動（指示などを含む）の準備
・運転手にも挨拶するように指示する
送迎後／行き ・忘れ物がないかの確認
・ゴミはないかの確認（清掃を含む）
・保護者から担任への連絡事項の伝達
・体調の悪くなった（変化）園児はいないかの確認
・全員、降車したかどうかの確認
資料）作業課題の内容。
送迎前の内容として、安全情報、道具（持
ち物）、連絡事項、保育活動、挨拶といった
準備事項が挙がった。内容をみれば、送迎中
の対応を想定したものが多い。送迎後の内容
として、車内点検、体調管理・変化、連絡事
項といった確認事項が挙がった。園バスの引
率は、多様な準備や確認が必要なことがわか
る。とりわけ、園内や園外保育と比べ、想定
すべき内容も広い。また、送迎前と送迎後で
は、その内容が異なる。
学生は、送迎前後の準備・確認事項として、
安全管理、保育活動、連絡・伝達事項を示し
た。以上から、座席位置の決定（理由）、送
迎前後の内容は、保育者として必要と思われ
る資質を有していると判断できる。
Ⅳ 地域環境の利用
 自然的事象の活用
自然的事象では、以下のような結果を得た。
具体的には、川（４０件）、山（３５件）、森林
（２７件）、海（２２件）、花（１３件）、畑（１２件）
などが挙がった。また、紅葉（森林）といっ
た具体的な季節を想定したものがあった。い
ずれの事象も、一定の大きさがあり、園児に
とって認識しやすいものである。花の場合、
桜並木や花壇の事例も挙げている。さらに、
これらの事象は、絵本などにもよく出てくる
ものであり、日本各地に点在している。
保育者の声がけは、大きさ、形、色、様子
といった他に、事象の変化、保育活動などの
思い出、保育活動への誘い、アニメキャラク
ターとのつながり、名称など多岐にわたる。
いずれも園児が、すぐに発言できるようなも
のであり、車内の楽しい雰囲気を予感させる。
また、小動物や人文社会的事象に興味関心を
向けさせる声がけによって、事象との関連性
に気づかせようとする工夫もみられる。さら
には、それを音楽活動に繋げるような高度な
ものもあった。
以上から、園児に対する興味関心の向上、
事象の認識という点で優れているものと判断
できる。
川 ４０
山 ３５
木・林・森林 ２７
海・海岸 ２２
花・花壇 １３
畑 １２
空 ９
田んぼ ７
湖沼 ５
虹 ４
小動物 ３
砂利道 ２
表３ 自然的事象（件）
資料）作業課題の内容（グループ活動）より集計。
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 人文社会的事象の活用 人文社会的事象では、以下のような結果を
得た。具体的には、駅（３４件）、スーパー（３１
件）、病院（２８件）、学校（２４件）、公園（１５
件）、店（１０件）などが挙がった。学校は、
小学校、店は、飲食・食料品店を多くは想定
した。駅、スーパー、病院、公園などは、公
共性の高いものであり、日常生活において、
園児との接点も多い。
保育者の声がけは、大きさ、事象の様子の
他に、来訪経験や予測、人の行動・様子など
多岐にわたる。いずれも、人の行動・様子と
のつながりを示し、保育施設や家庭とのつな
がりに触れるようにしている。すでに述べた
ように、保育施設や家庭をつなぐ役割として、
自然的事象 保育者の声がけ（事例）
川 ・「釣りしている人がいるね」
・「水がきれいだよ」
・「お魚さんおよでいるかな？」
・「メダカの学校を歌おう」
・「カモが泳いでいるよ」
山 ・「おおきい山があるよ」「トトロがいそうだね」
・「葉っぱに色がついてきたね」「山の上の方、白いね」
・「この前、遠足に行った山だよ」
・「あの山、どんな形にみえる？」
・「あの山の名前、わかる？」
木・林・森林 ・「もみじがきれいだね」「どんな色があるかなあ？」
・「とりさんが飛んでいるね」
・「虫さん、いるかなあ」
・「この前まで、緑でいっぱいだったのに、今はどうなっている？」
・「落ち葉あそびしたいね」
海・海岸 ・「今年、海に行った人？」
・「お船があるよ」
・「海はきれいだね。気持ち良さそうだね」
・「漁師の船があるよ。今日もたくさん釣れるかなあ」
・「さっきの川はね、この海につながっているだよ」
花・花壇 ・「うわー。きれいなお花だね」
・「何色のお花みえる？」
・「ひまわりさん、大きくなったね」
・「春になったら、何が咲くかなあ」
・「今後、みんなでお花みつけたいね」
駅 ３４
スーパー ３１
病院 ２８
学校 ２４
公園 １５
店 １０
交番 ９
図書館 ７
コンビニ ７
消防署 ６
乗り物 ４
ビル・高層物 ４
郵便局 ３
寺院 ２
住宅 ２
表４ 自然的事象に対する主な保育者の声がけ
資料）作業課題の内容。
表５ 人文社会的事象（件）
資料）作業課題の内容（グループ活動）から集計
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園バスの役割は増している。その具体的なつ
ながりに導く声がけとなっている。また、良
き思い出や期待といった感情を左右するよう
な声がけを行い、それらの活用する姿まで上
手に想像させている。
以上から、園児に対する興味関心の具合、
事象の認識という点で優れているものと判断
できる。
Ⅴ お わ り に
本稿は、保育内容環境の授業内容として実
施した作業課題の内容について、学習効果を
明らかにしたものである。具体的には、園バ
スを利用想定し、安全確保や地域環境の活用
に関する内容について、保育者を目指す上で、
妥当であるか、考察した。また、その評価と
して、予め評価基準を設定し、その内容との
関係から、妥当性について判断した。
その結果、園バスの座席位置の決定では、
園児の状態、乗降場所（順）などの条件を上
手に組み入れ、適切な判断を下した。また、
地域環境の活用では、自然的事象、人文社会
的事象いずれも園児に興味関心を与えるよう
なものを選び、それに対する多様な声がけに
より、一層の向上に結びつくような期待を感
じさせた。よって、学生は、保育者として必
要な資質を十分有しているものと判断できた。
学生はグループの学習活動であった点を評
人文社会的事象 保育者の声がけ（事例）
駅 ・「電車が通っていくよ」
・「人がいっぱいだね」
・「みんなも大きくなっら、この駅使うんだよ」
・「カンカン鳴っているね。何の音かわかる」
・「ここ何駅か、わかる？」
スーパー ・「スーパーで何売っているかなあ」
・「先生、昨日ここで買い物したよ」
・「みんな、家族の人と行ったことある？」
・「ここ来たことある」
・「見て、あの人の行列すごいね」
病院 ・「みんな、風邪ひいた時に行くところだね」
・「病院行ったら、痛い注射だよ。ケガしないようにね」
・「みんな、ここどこだ」
・「あの大きな建物はなに」
・「救急車があるよ」
学校 ・「みんな、お勉強がんばれるかな」
・「お兄さん、お姉さんがいるよ。カッコいいね」
・「みんな、ここに行くのかなあ」
・「年長さんは、来年、ここに行くんだよ」
・「ランドセル、何色がいい？」
公園 ・「暖かくなったら、また行きたいね」
・「みんな、お散歩で行ったことあるよね」
・「みんな、どんな遊具が好きかなあ」
・「みんな、何して遊んだかなあ」
・「噴水きれいだね」
表６ 人文社会的事象に対する主な保育者の声がけ
資料）作業課題の内容。
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価している。例えば、一つの課題をグループ
で意見交換・共有したことで、他の人から貴
重な気付きがあったことを指摘している。ま
た、場面設定課題の効果として、以下のよう
な意見があった。複雑な条件があることで、
どのような難しさ、大変さがあるか、実感で
きたこと、新たな疑問も生じたことを指摘し
ている。これらの意見は、課題（実際の場面）
に取り組み、初めて認識できることである。
よって、教室授業でありながら、実習体験に
準じるものとして位置付けることができる。
単なる解説・説明の授業とは一線を画する。
今後の課題として、実際の園バスは、大き
さ、人数など細かく異なり、それらを考慮し
た中で、立案していく必要性があること、季
節の他に、天候、時間帯によっても、事象の
見え方は異なること、などがある。また、園
バスは、行き帰りの行程に加え、利用回数も
多い。地域環境の活用のみといった単発の保
育活動では、限界がある。よって、車内の保
育活動（手遊び・歌・DVD視聴など）との
組み合わせも必要となろう。以上、このよう
な期待に応えていくような保育活動計画を立
案し続け、園バス内の保育活動の意義を広げ
ていきたい。
付 記
本稿で取り上げた作業課題（場面設定課題）
は、２０１４年度「保育内容環境」の受講者が実
施したものである。なお、本稿の内容は、２０１３
年度全国保育士協議会第５２回研究大会（高松
市）でポスター発表したもの（発表者：菊地
達夫／保育内容環境における思考力課題の実
践－園バス引率指導を想定－）を基礎とし、
課題内容の改訂を行い、実施した学習成果で
ある。
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